












































（1）　The door opens. （有対能格自動詞）
Fellbaum（1986: 6）が次例に関して指摘するように、有対自動詞による状態
変化構文は変化の原因に関して複数の解釈がありうる。
（2）　The door closes easily. （有対能格自動詞）
 a. The door closes easily; it only takes a gust of air.5








　　  　THEME ＋有対能格自動詞
　　   →動作主が読み込まれる
　　   → （自動詞と他動詞で形態論上 overt な違いがない）
　　   → PATIENT ＋有対他動詞として再解釈（中間構文）
このような過程によって次のような有対他動詞に基づく中間構文が成立する
ことになる。
（4）　The door closes easily. （有対他動詞）7
中間構文がヴォイス・可能の構文として成立すると、有対他動詞からそれ以
外の動詞に拡張されることになる 8。
（5）　a. This book reads easily.
　　  b. This piano plays easily. （無対他動詞）9
4　Fellbaum（1986），Denison（1993），Sakamoto（2001）。
5 この easily は “at the slightest provocation, without much causation” と解釈される。
6 この easily は “with ease, with no difficulty” の解釈である。
7 Sakamoto（2001）の言う “unaccusative-based middle”。
8 Sakamoto（2001），萱原（2006）。












（7）　a. The shelving comes to pieces for easy transport.
  （ = divides into separate parts）10
　　  b. The whole thing comes apart so that you can clean it.11
この例において come to pieces / come apart は明示されていない動作主によっ
て意図的に引き起こされるものと捉えられている 12。
次は無対非能格自動詞を含むものである。
（8）　a．Some people cry easily.
  （Y and T （2004: 317），T and Y （2006: 367））
　　  b．The baby sleeps for you but not for me.
The baby sleeps when you’re in charge [or: on the scene] but not when I’m 






10 例文と意味記述は LDOCE s.v. piece による。
　　http://www.ldoceonline.com/dictionary/piece_1
11 LDOCE s.v. apart http://www.ldoceonline.com/dictionary/apart
12 実際、（7）は中間構文の典型例の性質とされるもののほとんどを満たしている。詳細は本多
（2013c, 2014）に譲る。


















たとえば OALD の happen の項 16 には次の記述がある。（9）では動作主の読
み込みは起こっていないが、（10）では動作主が読み込まれている。
（9）  to take place, especially without being planned
  a. You’ll never guess what’s happened!
  b. Accidents like this happen all the time.
  c. Let’s see what happens next week.
（10）  to take place as the result of something
  a. She pressed the button but nothing happened.
  b. Just plug it in and see what happens.
happen は自動詞であるが、（10a）では主語の she が、（10b）では命令文の主





15 これについては本多（2020 予定 a）などで議論する予定である。
16 https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/denition/english/happen
17 ただし本稿では（9）と（10）を happen の多義的別義と考えるわけではなく、happen の語義
は（9）と（10）の上位概念に相当するものと考えている。これは、「大学生」が「大学 1 年生」
「大学 2 年生」「大学 3 年生」「過年度生」のいずれをも指すことができるということから「大学
生」に 5 つの語義があることが導かれるわけではなく、「大学生」の語義はこれらの上位概念に

































































18 これについては本多（2020 予定 b）などで議論する予定である。


































































ては問題もある。まず、willingly, carefully, skillfully, angrily, happily, 
21 この立場の問題点については本稿第 4 節で述べる。







　　　　（i）　a．*The car drives willingly. （松瀬・今泉（2001: 191））
　　　　　　 b．*These chairs fold up clumsily/competently.
   （Fellbaum （1985: 24））
[ii] は適格な文であるが、この場合、willingly は潜在的動作主ではなく、主
語名詞句である Sheila の態度について述ベているという解釈しかない。
　　　　（ii）a.23　Sheila seduces easily and willingly. （Fellbaum （1985））









（21）　a．*Anyone / One can sell these novels proudly.





























　　　（iii）That book read quickly for Mary.(=(7))(Stroik (1992: 131))





   a．These muffins didn’t rise for me.  （Alexiadou （2012: 1092））
   b．Old habits die hard for some folks, Julie.  （Google Books）25
（25）非能格動詞
   a．Ed has no trouble getting the baby to sleep, but she won’t sleep for me. 
   （Alexiadou （2012: 1092））
24 本稿では下の（iii）。
25 The Mongoose Deception (Robert Greer, 2009) p. 139.
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   b．The baby sleeps for you but not for me.
   （McConnell-Ginet （1994: 234））
（26）道具主語構文ないし疑似中間構文
    　 This pen draws nice lines for any decent calligrapher.










































山（1996）では能格自動詞文について [iv c,d] のような例が拳げられ
ており、必ずしも完全に自律的でなければならないわけではない。
　　　（iv）　a．This door opens easily.（=（6a））（中間構文）
　　　　　   b．This door opened suddenly.（=（6b））（能格動詞文）
　　　　　   c．The door opened because of a high wind.






















































（32）　[x CONTROL [y BECOME [y BE AT-z ]]]





































（v）a．*This kind of error makes easily.  （影山（1996: 277））
 b．*This kind of poem writes easily.  （F and ZH （1989: 11））
 c．*This type of bridge builds easily.  （ibid.）
















（36）　a．This book reads easily.
 b．The book sells well.
29 本稿には引用していない。
42　　本多　啓
 c．These clothes wash in warm water.
 d．This car steers like a dream.
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